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１．はじめに 

これまで，農業農村整備事業（以下「NN 事業」）の実施において，農村の振興を目的とした環境

への配慮が多数取り組まれている。そして，これらの地区や地域では，多くは行政主導ではあるもの

の環境配慮について住民ワークショップを開催し，環境配慮内容を住民との協働で検討するなど，

NN 事業実施における環境配慮についての住民の合意形成を図っている。しかしながら，それらの

多くでは，住民の意見が十分反映されないことや，環境配慮が住民にとっても事業実施のための要

件としての認識でしかなく，住民が環境配慮に無関心なことから，環境配慮を実施した農地や施設

において，適正な維持管理が持続せず，それらの機能が十分発揮されない場合も多い。このような

ことから，結果として，NN事業における環境配慮への取り組みは，目的とする農村の振興を十分達

成することができていないように思われる。

農村の振興は，基本的に農業をはじめ土地や生き物，景観，歴史・文化といった地域資源への

住民の気づきと情報の共有化，すなわち地域特性への自覚が契機となり，その管理や保全，伝承

へと展開することにより，住民が地域の特性を理解し，守り，生かそうとすることから生み出されると

考えられる。そのため，農村の振興を目的とした環境配慮の実施に当たっても，一連の取り組みを

通じて住民の地域特性への自覚を促すことが課題となる。そこで多良木第一地区（以下「本地区」）

では，先述の課題を踏まえ，環境教育を通じた環境づくりと住民意識の醸成を試みた。

２．多良木第一地区での取り組み 

（１）地区の概要 

本地区は，熊本県球磨郡多良木町の南東部に位置する自然豊かな水田地帯である。近年，用

排水路の老朽化が著しく営農に支障を来しており，平成 20年度に県営経営体育成基盤整備事業

として事業化され，主に用排水路の改修が行われている。事業実施に当たり，本地区では，事業主

体である熊本県と農家，住民代表，多良木町，土地改良区，有識者から構成された環境保全対

策検討会議を設置し，環境配慮の方針等の検討が行われ，平成 21 年度から平成 23 年度にかけ

て，農業用水路の生態系配慮整備や住民による環境保全活動が行われている。

（２）環境教育を通じた環境づくり 

 過年度の環境配慮への取り組みでは，生態系配慮整備や環境保全活動に参加した住民が，環

境配慮に対する一定程度の意識の向上を見せたことによる手応えと，整備や活動を行った施設に

対する維持管理活動が持続しないといった課題とが表面化し，住民からは，「環境保全活動を広げ

たい」，「（維持管理活動持続のためにも）担い手へ活動を継続させたい」という意向があがった。

そこで，新たに環境保全活動のフィールドとして，整備予定の排水路を設定し，次世代の担い手
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